










「ゆめにっした」で注意しているここ

▲

☆ 人を中心のス十ッ■を掲載する

広報部会からのお願い

▲

☆

最 後 に

新 し い 広 報 措
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令和 5年度 まちづくり日新実行委員会 活動報告書

立 7´△、スァ
ロID 7民 1́コ まちづくり日新実行委員会 広 報 部 会

目 的
地区だより「ゆめ・にっしん」を年 4回発行し、地区内の全戸及び各施設に配布する。

日新地区の 1青報を掘り起こし発信することで、地区文化の向上を図る。

開催 日時 事業名 内 容 参加者数

5月 30日

6月 10日

〃

9月 13日

10月 12日

12月 19日

3月 20日

広報部会

地区へ配布

地区へ配布

公民館

地区へ配布

地区へ配布

3年ぶりにまちづくり日新 総会
5年度メンバーでの初顔合わせ

第 1回部会  5年度の掲載内容及び 66号の打合せ

◇ゆめ・にっしん 66号 発行 配置係
【区民体育大会復活,地区バスメガドンキヘ、市美展市長賞

朝井まゆみ氏 など】
(6/4,6/13,22,25 PCメ ールで ゲラを校正する )

◇ゆめ・にっしん67号 発行 配置係
【ミソハギ花まつりに秋吉,猛暑でミソハギ・バスが異変】

(8/31,9/6,9/8,PCメ ールで ゲラを校正する )

広報部会のパネル製作

◇ゆめ・にっしん 68号 発行 配置係
【公民館まつり写真で紹介、梅井氏子どもとサッカーなど】

(9/17,9/21,10/29,11/2,12/1l PCメ ールで校正する )

◇ゆめ・にっしん69号 発行 予定

9名

3

4名

4名

4名

3名

4

4名

評価

反省

・多くの方々のご協力のおかげで計画どお りに「ゆめ・にっしん」を 4回発行できた。

。今年も講演会 として梅井氏と子どもたちのサッカー教室が賑やかに開催された。

・昨年通 り「見やすい」「読みやすい」「情報の多彩さ」を基本的考えとして作成。

。今年度も「見てもらう」 「眼にしてもらう」ために、地区内の医療機関や理・美容

院などの施設 30か所に「ゆめ・にっしん」専用のバインダーを配置 して、発行日に

更新を続けている。 (4委員 )

できるならば「情報を発信」するだけではなく、住民の方から「情報を受信」も行い、

「ゆめ・にっしん」への関心を呼び起こす一助 としたい。

・部会では、原稿の校正や資料のや り取 りに、Eメ ールを活用 している。
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病院 (山内)に買い物、 ドン・キホーテ、
映画参加に非常に楽しみに便利に使わせ

ていただいています。

´
―

地域外で申し訳なく映画に参加をさせて

もらっています。感謝 してます。
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出来て良かったです。
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男の人たちも楽しんで参加 しています。
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日新さんさんバス

(コ ミュニティバス)事 業
超高齢化社会への対応。高齢者はじめ弱者の

方への日常を支援する

地域の方で人と人とコミュニティを高める

イベント的事業を企画し、積極的な参加を促す
とともに、元気で楽しい環境づくりに努める
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※ 月に一度ぐらいは出かけてみませんか ?
・佐野温泉福の湯毎週月曜日第2便にて

Aコ ープに集合

・映画会第 2・ 第 4木曜日第 1便にて公民館ヘ
※ ドンキの日も是非活用を !

(第 3土曜日 乗車無料)
※ 喫茶、友好会の自主的なスター トも !!
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令和 5年度交通部会事業経過報告

さんさんバス のねらい・ 目標

C超高齢者社会への対応。高齢者はじめ弱者の方への日常を支援する。

②地域の中で人と人とのコミュニティーを高める。

C各イベント的事業を企画し、積極的な参加を促し元気で楽しい環境づくりに努める。

令和 5年度に入 り、コロナ感染症分類区分も一応緩和されて以前のような活動に戻すべく、

前年度暮れに対策した結果を実践活動へと。

先ず,①新ルート改定説明会開催 ②4/1～ 3日 間バス利用者に対し粗品進呈(ゴミ袋)

③新ルートのドン・キホーテまでバス利用体験会

などを行い、新たな気持ちでスター トした。

【上半期実績】4月 -359艦  5月 -221名 6月 -322名  7月 -356名  8月 -197名

9月 -281名   (乗車基準値 lヶ月 480名  下半期に付いても同様な成績)

【事業内容】◎映画会-4月 ～3月 迄 20回開催

(毎月 2回 第 2.4木曜日午前中開催)

12月 14日 (本)11時～15時 映画会感謝デーの集いを開催

タイトル「阿弥陀堂だより」 37名参加

上映後、昼食をはさんでこれまでの優秀参加者に対して精勤賞を授与。又

余興にくじ引きなどして賑わいの場となった。

◎佐野温泉行一毎週月曜日10～ 15名 前後の参加

◎児童館―もちつき大会など公民館教育事業の際に協力

◎ドン・キホーテ行き一第 3土曜ロバス利用者無料とする

【反省 。課題】①コロナ以前と比較して、すべての活動が消極的になってしまった

(映画会、佐野温泉行、カラオケ、食事会、こども園、児童館など)

②新ルート企画のマイナス点

ドン・キホーテのルート加入により乾徳中心部ルートを失った

③役員、組織の積極的姿勢の低下

④一般者乗車へのPR方法(乗客の固定化を防ぐ)

超高齢社会に豊かな日常を支援する手段の一つとしてさんさんバス事業の

継続は不可欠です。利用者増を見込むための戦略を若年層も交えて深く考え

ていく必要がある。

(令和 7年 9月 末迄の成績査定により本格運行が決定されます)
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